
波佐見町外小中学校給食費支援事業補助金交付要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、波佐見町外の小中学校又は特別支援学校の小学部あ

るいは中学部（以下「町外小中学校」という。）に在籍している児童生

徒の保護者に対し、学校給食に要する経費相当額を補助することにより、

当該保護者の経済的負担の軽減を図ることを目的とする。予算の範囲内

において、波佐見町外小中学校等給食費支援事業補助金（以下「補助

金」という。）を交付することについて、波佐見町補助金等交付規則

（昭和59年規則第９号）で定めるもののほか、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（補助対象者） 

第２条 補助金の交付を受けることができる者は、児童生徒及びその保護

者が住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）に基づき本町の住民票に記

載されている者であって、町外小中学校に就学している者の保護者とす

る。 

 

（補助金の額） 

第３条 補助金の額は、小学校児童は年額５万円、中学校生徒は年額６万

円を上限とする。ただし、波佐見町外の自治体等から給食費無償化の補

助金等を受けている場合は、補助金の対象となる額から当該無償化の補

助金等額を除いた額とする。 

 

（交付申請） 

第４条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、

町長が定める期日までに波佐見町外小中学校給食費支援事業補助金交付

申請書（様式第１号）に在学証明書等を添付して、町長に提出しなけれ

ばならない。 

 

（交付決定） 

第５条 町長は、前条の交付申請を受けたときは、その内容について審査

を行い、補助金の交付の可否を決定（以下「交付決定」という。）し、

申請者に、波佐見町外小中学校給食費支援事業補助金交付決定・却下通

知書（様式第２号）により通知するものとする。 

 



（変更交付申請） 

第６条 前条の規定により補助金の交付決定を受けた申請者は、第４条の

申請内容に変更が生じたときは、波佐見町外小中学校給食費支援事業補

助金変更交付申請書（様式第３号）に在学証明書等を添付し、速やかに

町長に提出しなければならない。 

 

（変更交付決定） 

第７条 町長は、前条の変更交付申請を受けたときは、その内容について

審査を行い、補助金の変更交付の可否を決定（以下「変更交付決定」と

いう。）し、申請者に波佐見町外小中学校給食費支援事業補助金変更交

付決定・却下通知書（様式第４号）により通知するものとする。 

 

（補助金の請求兼実績報告及び交付） 

第８条 補助金を請求する者は、町長が定める期日までに波佐見町外小中

学校給食費支援事業補助金請求書兼実績報告書（様式第５号）及び次の

各号のうち該当する書類を添付して町長に提出しなければならない。 

(１) 給食費を支払ったことが証明できる書類の写し（弁当の場合は不

要） 

(２) その他、町長が特に必要と認める書類等 

２ 町長は、前項の規定により提出された書類の内容を確認後、速やかに

補助金を交付するものとする。 

 

（届出の義務） 

第９条 申請者は、交付申請から補助金の請求までの間にその氏名、住所

又は対象児童生徒の氏名、住所に変更が生じた場合は、直ちに波佐見町

外小中学校給食費支援事業補助金異動届（様式第６号）を町長に提出し

なければならない。 

 

（交付決定の取消し等） 

第10条 町長は、補助金の交付を受けた者が次の各号のいずれかに該当す

るときは、補助金の全部又は一部の返還を命じることができる。 

(１) 第２条に規定する要件を満たさなくなったとき。ただし、町長が

特にやむを得ないと認めたときは、この限りではない。 

(２) 虚偽、その他不正な手段により補助金の交付を受けたとき。 

(３) 前各２号に掲げるもののほか、町長が必要と認めるとき。 

 



（その他） 

第11条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 



様式第１号（第４条関係） 

 



様式第２号（第５条関係） 

 



様式第３号（第６条関係） 

 



様式第４号（第７条関係） 

 



様式第５号（第８条関係） 

 



様式第６号（第９条関係） 

 


